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実数 xについての条件 p, qを

p : 2 < x ≦ 9,

q : k − 4 ≦ x ≦ k + 6 (kは定数)

と定める．

(1) pが qであるための十分条件となるような kの値の範囲を求めよ．

(2) pが qであるための必要条件となるような kの値の範囲を求めよ．

(改 16 釧路公大 中 経済 2(2))

【答】

(1) 3 ≦ k ≦ 6

(2) k ≦ −4または 13 < k

【解答】
条件 p, q を満たす xの集合をそれぞれ P, Qとする．

(1) pが q であるための十分条件となるということは

命題 p =⇒ q が真である

すなわち

P ⊂ Q

が成り立つということである．この包含関係を数直線上に描くと次のようになる．

P
Q

2 9k − 4 k + 6 x

求める k の値の範囲は{
k − 4 ≦ 2

9 ≦ k + 6
∴ 3 ≦ k ≦ 6 ……（答）

(2) pが q であるための必要条件となるということは

命題 p ⇐= q が真である

すなわち

P ⊃ Q

が成り立つということである．

P = {x |x ≦ 2 または 9 < x}
であるから，この包含関係を数直線上に描くと次のようになる．

Q QP P

2 9k − 4 k + 6 k − 4 k + 6 x
または

求める k の値の範囲は

k + 6 ≦ 2 または 9 < k − 4

∴ k ≦ −4 または 13 < k ……（答）


